












































スコミ対応のため大まかな分量の数値が必要となったが、文書が水濡れにより固着しているため正確な点数を確認できなか 。そこで乾燥用に立てて並べ れた文書の書架延長を計測し、得られた数値（二一・八メートル）をもとに、資料群の中で一番大きな割合を占めていると思われたＡ４フラットファイルの冊数に換算 て約八七〇冊と見積もった。 （乾燥、クリーニング作業が完了した後で文書の点数を確認すると、一、 二一四点であった。厚手のチューブファイルはほとんどなく、大半が薄手のカットフォルダーやフラットファイル あった。 ）　
また、水損文書の構成については、引継ぎ時に、校長室、職員室、
保健室の棚や机に配置されていた現 文書という説明を受け 。それぞれ机や棚、あるいは引き出しなどのまとまりごとにビニールひもで括られ、仮番号が付されていた。この め作業にあたっては、この括りによる原秩序を崩さないように注意 た。　
なお、水損文書の内容は、教育活動に関するものはほとんどなく、










吸水資材の交換が必要なものと、乾燥が順調に進 交換が不要なものとに区分した。このうち交換が必要なものに対し 、七月二三～二六日にかけて二度目 吸水資材の挟み込み作業を行った。そ 際に、①ほとんど乾い いないもの（水濡れ状態が継続） 、②カビが発生しているものがあった。そこで、これらを抜き出して、重点的に扇風機風が当たる場所に配置し直した。　
この後、七月二六日から八月五日までは吸水資材の交換は行わず、
















































している状態であった。そこで吸水資材 交換などは行わず、乾燥用の台の上に配置し、自然乾燥に任せた。上述 ように深川小学校の作業がずれ込んだため、Ａ家文書 クリーニング作業は八月二九日から開始することとなっ 。また、深川小学校の場合は現用文書であるため業務に支障が出ないよう早急に返却する必要があったが、Ａ家文書はこうした心配がないため、 作業ペースを週三日に落 すこととした。　
作業に先立ちＡ家文書を確認したところ 文書の形態は、約半数が
横長の帳面、残りが書簡・はがきという構成であった。ただ、Ａ家文書は被災から二〇日近く経過してからレスキューされ め、全体的にカビの発生が顕著であった上、一部は腐敗によって損傷してい 。また、文 中には、随所にコバエのさなぎの抜け殻があり、状態の悪さがうかがえた。特に書簡・はがきは損傷がひどく、癒着や紙力著しい低下が見られ　
そこで作業の順番は、損傷の程度の軽い帳面から始め、次に程度の



































































































































































  カビの発生を予防するためにも常に換気に注意し 空気を入れ替え、空気溜まり 作らないよう 心がける。
  ・
















込みの際にその部分がちぎれてしまうことが発生した。 （水に濡れて紙が柔らかくなっているため、破損するまで気 付ない。 ）このため途中から、ホッチキスの存在に留意して慎重 作業 進めるようにした。　
また、ダブルクリップのなかには、すでに赤さびが発生し いるも


















































































































  上甲典子「馬路町自治会文書の被災について」 『 本史研究』六六八号、平成三〇年四月
　
 　
・
  「第四章
　
地域史料の防災ならびに災害初期マニュアル」 、 「水濡れ
史料の救済初期マニュアル」埼玉県地域史料保存活用連絡協議会編『地域史料の防災対策』所収（全国歴史資料保存利用機関連絡協議会ホームページ、アーカイブズ実務情報リンクバンク掲載、
http://
jsai.jp/linkbank/ 、平成三〇年七月一三日アクセス）（
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